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研究成果の概要 

本研究課題は、2023年度も順調に進捗した。主なテーマであるナノ空間を用いた新しい構造を

もつ物質の開拓においては、中西グループが一次元ナノ空間へのインジウム原子の配置などを実

現し、超伝導・パイエルス転移など低次元物質に特有の新機能を探索している。吾郷グループは

二層グラフェン間に生じるファンデルワールス空間に p型および n型の物質を挿入させることによ

り物性変調を目指した研究を行なっている。とくにアルカリ金属の場合、従来以上の充填率で二層

グラフェン間に配置されることを初めて見出し、現状の充放電バッテリー電気容量の拡充の可能性

を報告した。 

また吾郷グループは、グラフェンなど二次元材料をテープにして転写する技術を世界で初めて

開発した。二次元材料に特化した紫外線で粘着力が低下する機能性テープを用いて、高速化・省

電力化が求められる次世代デバイス材料として期待される原子層厚みの二次元材料を、自在に転

写・積層するため基盤技術を開発することに成功した。グラフェンに限らず半導体や絶縁体の二次

元材料を、簡便に転写できる。これまで難しかった二次元材料の大面積での転写・製造プロセスに

大きな進歩をもたらすものであり、半導体を含む次世代産業の創出に大きく貢献すると期待され

る。この成果は Nature Electronics誌(2024)に発表された。 

末永グループは引き続き、電子分光を用いた局所的な物性評価手法の開発に従事し、単原子

層物質の吸収分光や振動測定およびその応用範囲を拡げるようなハードウェア導入を行なってい

る。2023年度は、電子線発生源の安定度向上を実現し、非接地型のモノクロメータとしては、世界

最高の安定度を達成した。 
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